
自動車販売市場

ブロードリーフは独自の業務アプリケーション、ネットワークサービスとデータベースで約12兆円規模の自動
車関連アフターマーケット市場のお客様の業務効率向上と事業創造を支援しています。私たちはカーライフ
を陰で支える社会になくてはならない存在を目指しています。

メーカー新車市場

 生産（新車）

保有

中古車

廃車

 販売（新車・中古車）

中古車市場

車販業
● 中古車販売店
● 中古車買取店

● ディーラー

リサイクル業者自動車リサイクル市場

 カー  オーナー
安全で快   適なカーライフ

代替

自動車アフターマーケットの全体像
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自動車アフターマーケット　市場規模 約12兆円

自動車アフターマーケットとは、自動車を購入してからの、給油、自動車アクセサリーの購入、車検、点検、部品 
交換、車の売却、廃棄処理などの市場を指します。1台当たりの車齢（新車販売から廃車までの年数）が長くな 
るなか、自動車の補修需要は高まっています。

保有

保有

自動車補修市場

補修部品市場

リサイクル部品市場

ガソリン
スタンド

自動車
部品卸商

自動車リサイクル部品
流通ネットワーク

 カー  オーナー
安全で快   適なカーライフ

海外へ

整備工場

鈑金工場 ガラス業者

電装業者

● ディーラー
●  自動車用品
ショップ

リサイクルパーツ
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データベース

業務で必要不可欠な膨大な数の部品データベースは、
30年に渡って蓄積され、

参入障壁が高い

など

各種
車輌情報

装備品
情報

自動車
部品情報

指数情報 共通の 
ネットワーク基盤

川上から川下までの複数の
業種向けシステムを共通の
ネットワーク基盤で開発する
ことで情報連携が可能

共通基盤

圧倒的な競争力
ブロードリーフは、整備事業者、鈑金事業者、リサイクル業者、部品商社などが共有できる情報基盤「産業プラッ
トフォーム」を提供しています。複合業務全体を効率化する統合ネットワークシステム「.NSシリーズ」を中心に、
分断されていた巨大市場を当社のネットワークで連携して、約3万社のお客様の業務効率化や事業創造を 

支援しています。

ブロードリーフの強み「産業プラットフォーム」
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業界標準の 
BLコード

各部品メーカー毎に異なる
情報を共通の独自コードに
より統一した、業界標準の
「BL（ブロードリーフ）コード」

共通基盤

● 優良部品メーカー
● リサイクル業者
● ガラス業者
● 電装業者
● ラジエーター業者 など

リサイクル部品
マーケット

カーオーナー

● 整備工場
● 鈑金工場
● カー用品販売店
● ガソリンスタンド など

● 自動車部品卸商
● 中古部品商 など

業界における川上から川下までの複数の業種向
けアプリケーションを、多くのユーザーへ共通の
ネットワーク基盤で展開しています。

自動車部品流通支援 
ネットワークシステム 

「PM.NS」

自動車鈑金見積ネットワーク 
システム「BK.NS」

自動車整備ネットワーク 
システム「SF.NS」

メーカー

商社

小売

各業界において
高いシェア

を確立
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ブロードリーフの顧客である整備工場、鈑金工場などが
属する自動車アフターマーケットは、自動車保有台数、 
車検、補修需要等を中心に底堅く推移しています。当社
は、強固な産業プラットフォームをベースに、今後自動車
アフターマーケットを更に活性化するために、新たな
マーケティング戦略を推進します。

　具体的には、今秋から、「街のカーウンセラー *」をキャッ
チフレーズとして、さまざまなメディアやインターネットを
通じたプロモーション活動や店舗誘導装飾ツールの提供
などにより、当社ユーザー店舗の魅力を分かりやすくカー
オーナーに訴求し、ユーザーにとって課題であった集客を
支援します。また、当社ユーザーに対して各種研修を通じ

「街のカーウンセラー」をキャッチフレーズとした 
新たなマーケティング戦略

カーウンセラーのいるお店の特徴  新たなマーケティング戦略

納得できる 
金額

安心の 
技術力

分かりやすい
説明

選べる 
豊富な部品

短い 
待ち時間

収益機会の 
拡大

認知理解促進

リピーター促進

入庫促進

カーオーナーの満足度向上

メディア媒体を通じたPR

車検の検索
サイト等の運営

WEB

店舗誘導装飾ツールの提供

相談できる !
納得できる ! 

整備士のいるお店

店舗サービス支援 
販売促進支援

特集 持続的成長を実現する戦略
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て IT活用を中心としたサービス向上を支援し、カーオー
ナーの満足度向上、リピーター化を促進します。
　ブロードリーフは、当社ユーザーがカーオーナーに対
して、お待たせせずに分かりやすい自動車整備等の提案
ができるネットワークサービスや、タブレット型業務支援
ツールCarpodTabを提供しております。当社は、新たな
マーケティング戦略を推進し、これらの ITサービスを 

利用しているユーザー店舗とカーオーナーの架け橋とな
ります。これにより、当社提供のネットワークサービスの 

加速度的な利用頻度の向上と、他社との差別化による 

新規ユーザーの獲得を通じた業績拡大を目指します。
*「カー（車）」と「カウンセラー（相談員）」をかけた造語

街のカーウンセラーロゴ

当社は、カーオーナーが整備事業者を訪れた際に、接客、見積りの作成、 
ご提案までをスムーズに進めることができるタブレット端末用の業務支援
ツール「CarpodTab（カーポッドタブ）」を発売しています。
　「CarpodTab」により、当社ユーザー店舗は、例えば車検のためにカー
オーナーがご来店の際、簡単に顧客情報、所有している自動車の情報、過去
の整備履歴などを照会できます。また、リアルタイムで部品在庫を確認した
上で、顧客ニーズに適した車検提案書の迅速な作成や、動画や静止画コン
テンツを用いたカーオーナーへの分かりやすい説明が可能となります。
　さらに、車の修理の際に、カーオーナーに対して保険を利用した場合の保
険金額の上昇をシミュレーションし、どちらがお得かを提案できるサービス
など、新たな機能を順次付加しています。

簡単な操作でカーオーナー 
への分かりやすい説明・提案 
が可能に

店舗誘導装飾ツール

こののぼりが
目印です！

分かりやすい説明で「カーオーナー」の満足度向上を支援するタブレット端末

「CarpodTab」
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アジア市場への展開
ブロードリーフは新たな市場創造に向け、さまざまな戦略
の推進を行っています。その戦略の１つとして中国を中心
としたアジア展開があります。
　アジア市場では、自動車販売台数が伸長しており、自動
車アフターマーケット市場の拡大だけでなく、環境問題へ

の意識の高まりから、整備・修理需要やリサイクル部品市
場の形成・拡大が予想されています。また、インターネッ
トインフラの整備が急速に進んでおり、事業拡大への大
きなチャンスがあります。当社では、アジアを重点領域と
して海外進出を加速していきます。

中国での事業展開
アジア諸国の中でも、とりわけ、自動車保有台数が世界第
2位となった中国は自動車アフターマーケットの拡大が予
想されます。当社は、2013年4月に
中国北京市に自動車リサイクル企
業向け総合コンサルティングを行う
合弁会社を設立、同年7月に、中国
の自動車リサイクル企業などに向
けた販売子会社を設立し、拡大する
マーケットにおける早期のシステム
販売を目指しています。
　ブロードリーフは、アジア各国で
日本の自動車アフターマーケットで

培ったデータベース構築ノウハウと開発力を活用しな 

がら、事業の浸透・拡大を図っていきます。

大きな市場拡大が予想される中国を中心としたアジア展開

マ
ー
ケ
ッ
ト 

中
国
部
品
流
通 自動車整備・鈑金工場

中国での子会社設立と事業展開

（株）ブロードリーフ

ブロードリーフ 
チャイナ

2012年10月設立

100%出資

自動車情報システム 
販売会社

2013年7月設立

51%出資

ライセンス

収入

リサイクル
工場の紹介

手数料

代金
収入 システム

販売等収益源
技術支援

コンサルティング
工場設計

28%出資

北京日中自動車 
リサイクル促進センター

2013年4月設立

自動車リサイクル工場

拡大
ポテンシャル

特集
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● 環境保全活動

企業参加型プロジェクト「Grow Leaf プロジェクト」

ブロードリーフは、企業参加型の環境保全プロジェクト
「Grow Leaf（グローリーフ）プロジェクト」を行ってい 
ます。これは、1社だけではなし得ないような地球環境へ
の貢献を、お客様や各種お取引様をはじめ、多くの企業と
の協働で行う環境保全活動です。
　代表例として、NPO法人環境リレーションズ研究所が
運営する「プレゼントツリー」への協力があります。この 

プロジェクトは、森林伐採や山火事、風倒被害などにより
失われた森林の再生を必要とする国内外の土地に、植林
活動を推進するもので、2008年に開始し、3万本の植林
を目標としています。植えられた樹木は、シリアルナン
バーで1本1本識別管理され、森林となるまで長期にわ
たって保育管理されます。やがて森となって未来の地球
へと受け継がれていきます。

● 文化・協賛活動

「葉っぱのフレディ－いのちの旅－」ミュージカル公演への協賛

当社は2008年よりキッズミュージカル「葉っぱのフレディ
－いのちの旅－」への協賛・来場促進を行っています。
100万部を超えるベストセラー絵本「葉っぱのフレディ 
－いのちの旅－」を、ファンタジックで美しい“いのち” 
の物語として舞台化したもので、このミュージカルを 
通じて、命と環境の大切さを後世に伝えていければと考
えています。
　2013年は東京証券取引所第一部への株式上場を 
記念し、東京・大阪・仙台・広島・福岡の5都市での買取

公演を主催しました。仙台公演においては、被災地支援
の一環として、宮城県その他の地域から多くの子供たち
を招待しました。

ブロードリーフの事業は、車の安全性や地球環境への負荷など、社会に大きな影響を与える自動車産業に、深く
関わっています。当社では、社会の持続的発展に取り組むことを重要な経営課題と位置付けており、ステーク 

ホルダーの皆様のご期待にお応えするCSR活動、環境保全活動に積極的に取り組んでいます。

「葉っぱのフレディ
－いのちの旅－」

CSR・環境保全活動
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名称 株式会社ブロードリーフ

創業 2005年12月

設立 2009年9月

上場 2013年3月 
 東京証券取引所第一部（コード：3673）

資本金 6,793百万円（2013年6月末現在）

役員 代表取締役社長 大　山　堅　司
 取締役執行役員 小　島　　　明
 取締役執行役員 山　中　健　一
 取締役（社外） 川　原　　　浩
 取締役（社外） 鬼　澤　盛　夫
 常勤監査役 青　木　伸　也
 常勤監査役（社外） 加　來　英　彦
 監査役（社外） 久保田　幸　雄

本社所在地 東京都品川区東品川4-13-14 
 グラスキューブ品川8F

TEL 03-5781-3100（代表）

URL http://www.broadleaf.co.jp/

事業所 営業・サポートネットワーク：全国35拠点 
 （2013年６月末現在）

事業内容  自動車アフターマーケット向けの業種特化型
の業務アプリケーションの開発・販売、ネット
ワークサービス、保守等

  その他、携帯電話の販売管理や旅行業の営業
支援ネットワークシステムの開発・販売

株式の状況（2013年６月末現在）

発行可能株式数 80,000,000株

発行済株式総数 24,802,900株

株主数  4,262名

大株主の状況（2013年６月末現在）

氏名又は名称
所有株式数 
（千株）

発行済株式総数 
に対する所有株 
式数の割合（％）

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 5,020 20.24
日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口） 3,086 12.44
株式会社オートバックスセブン 2,394 9.65
ゴールドマンサックスインターナショナル
（常任代理人ゴールドマン・サックス証券株式会社） 1,300 5.24

日本生命保険相互会社 特別勘定年金口 1,186 4.78
ザ バンク オブ ニューヨーク メロン
（インターナショナル）リミテッド 131800
（常任代理人株式会社みずほ銀行決済営業部） 

788 3.18

野村信託銀行株式会社（投信口）  771 3.11

クレディ・スイス・セキュリティーズ（ユーエスエー）
エルエルシー エスピーシーエル .  
フォー イーエックスシーエル .  ビーイーエヌ
（常任代理人クレディ・スイス証券株式会社） 

557 2.25

ステート ストリート バンク アンド 
トラスト カンパニー 505019
（常任代理人香港上海銀行東京支店 カストディ業務部）

510 2.06

資産管理サービス信託銀行株式会社（証券投資信託口） 321 1.29

所有者別株式分布状況

金融機関
48.80%

金融商品取引業者
2.41%

個人・その他
14.15%

外国人
22.27%

その他国内法人
12.34%

会社概要
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証券コード 3673

事業年度 毎年1月1日から12月31日まで

定時株主総会 毎事業年度末日の翌日から3ヶ月以内

株主確定基準日 毎年12月31日

単元株式数 100株

公告掲載方法 電子公告により行います。
  ただし、事故その他やむを得ない事由に

よって電子公告による公告をすることがで
きない場合は、日本経済新聞に掲載して行
います。

株主名簿管理人 みずほ信託銀行株式会社

同事務取扱場所

〒103-8670 東京都中央区八重洲一丁目2番1号 
みずほ信託銀行株式会社 本店証券代行部

同連絡先・郵便物送付先

〒168-8507 東京都杉並区和泉二丁目8番4号 
みずほ信託銀行株式会社 証券代行部

電話　0120-288-324（フリーダイヤル）

各種事務手続き

詳しくは、ホームページにてご確認ください。 
http://www.mizuho-tb.co.jp/daikou/

株式メモ
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この冊子は、適切に管理された森林で生産された木材を原料に含む「FSC®認証紙」および、印刷用インキに 
含まれる石油系溶剤の一部を植物油に替えた「植物油インキ」を使用し、印刷工程において水を全く使用 
しない「水なし印刷」で印刷しています。
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〒140-0002
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